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ADDIEモデルに基づき改善された大学体育バドミント

ン授業が受講者の主観的恩恵に及ぼす効果
*藤野 和樹1、木内 敦詞2、八田 直紀3、升 佑二郎4、林 直樹5 (1. 千葉商科大学、2. 筑波大学、3. 東京工業高等専門

学校、4. 健康科学大学、5. 仙台大学)

 
本研究の目的は、 ADDIEモデルに基づき改善された大学体育バドミントン授業が受講者の主観的恩恵に及ぼす効

果を検証することとした。この目的にアプローチするため、授業改善プロセスである ADDIEモデルに基づき、研

究1、2、3を構成した。研究対象者は、首都圏にある C大学及び D大学におけるバドミントン授業を履修している

計595名（従前授業 177名、改善授業418名）であった。研究1では、従前授業における受講者のバドミントン技

能水準が主観的恩恵に与える影響を検討した。その結果、技能水準の高い受講者のほうが低い受講者よりも高い

学修成果を実感していたことが明らかとなった。研究2では、受講者の難しいと感じている主観的な技能課題を受

講者の自由記述回答から技能水準別に抽出した。その結果、技能水準によって課題認知が異なること、すなわち

初級群は自身の動作ではなくシャトルのフライトにより自己の技能評価を行っていることが明らかとなり、それ

に基づくルーブリックを作成した。最後に研究3では、改善設計した授業の効果を検討するため、学修者の主観的

恩恵評価を用い、従前授業と改善授業との比較を行った。その結果、改善授業は、協同プレーの価値理解および

体力・身体活動の増強において、初級群の有意な向上により技能水準に関わらず学修成果を実感させる授業で

あったことが示唆された。以上より、 ADDIEモデルに基づき改善された授業では、技能水準の低い受講生の主観

的恩恵を高めることが示唆された。


